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価値協創ガイダンスの全体像
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出典：経済産業省価値協創ガイダンス



１．価値観
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企業ビジョン Vision 2035
TDKは1935年、“日本独自の磁性材料フェライトを工業化し、社会の
発展に貢献したい”という創業者の夢と信念から発祥した会社です。
これまで世界に誇る四大イノベーション（フェライト素材・磁気テープ・
積層部品・磁気ヘッド）を確立し、社会の発展を支える製品を創造し
続けてきました。
これからも、さらなるイノベーションの創出に挑戦する企業として、多
種多様なグローバル経営資源を活かし、高品質な製品・サービスの
提供を通してお客様の価値創造に貢献し続けます。
“かけがえのない地球環境の再生・保護と、豊かで安心できる暮らし
の実現”、このテーマに真正面から取り組むことで、“創造によって文
化、産業に貢献する”を着実に果たしてまいります。
註釈：TDK100周年（2035年）に向けて、あるべき会社の姿を表します。



２．ビジネスモデル

4

素材・プロセス技術～模倣困難性、差別化
複雑な配合や添加物の制御などの高度なノウハウにより、製品に必要とされる
性能に適した原材料を追求する素材技術。
素材の特性を最大限に引き出すとともに、製品の応用範囲を拡大するプロセス
技術。
これらは原子レベルで結晶粒子を制御する技術力や知的財産、ノウハウの「ブ
ラックボックス化」などにより、一朝一夕に模倣することは困難です。

一貫生産～モノづくりの革新を自ら実現
素材開発から製品化をすべて自社で行う一貫生産は、モノづくりの熟度を高める
ことができ、IoTやロボットなどの導入による生産性の向上を実現できます。
品質管理も自社で完結できるため、自動車など、特に高い品質が求められる領
域での競争優位性になります。

顧客基盤～長期的な経営の基盤
自動車市場、 ICT 市場、産業機器・エネルギー市場などで構築している顧客企
業との強固な関係は、将来の技術動向の変化をより正確に見通すことを可能に
し、積極的な研究開発投資や設備投資にかかるリスクも低減します。

多様性の強さ～イノベーションの基盤とM&Aの成功確率の向上
買収先企業を「支配」するのではなくパートナーと位置付け対等の関係性を構築
することで、各企業の強みを最大限に引き出してきました。
この「多様性の強さ」は、事業ポートフォリオシフトの成功確率を高め、イノベー
ションの創出を促し、景気変動への耐性を高める基盤となっています。

グローバル事業基盤～世界のマーケットの商機を掴む
海外生産比率が85.4%、海外売上高比率が91.8%というグローバル事業基盤は、
世界中の顧客との関係性深化やリスク分散に有効なだけでなく、IoTマーケットの
商機を世界中で掴むことができる競争優位性となります。

持続的に社会的価値を生み出す仕組み



３．持続可能性・成長性
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• これら注力市場においては、テクノロジーの変化や顧客要望の
多様化に加え、サステナブルな社会実現に向けた課題解決や
新たな価値創造が求められています。

• TDK は、これらの課題に対して、「コトづくり」発想によるソ
リューションの提供と、従来の「モノづくり」の両輪で、お客様の
求める新たな価値を創造することを通じて、サステナビリティビ
ジョンでも掲げた「すべての人々にとって持続可能で幸福な社
会を実現する」ことを目指していきます。

創業以来の成長の基盤である素材技術、プロセス技術といった
コアテクノロジーを駆使した「モノづくり」をしっかりと土台に据え、

ICパートナー、IoTソリューションパートナー、そして流通パートナーと
のコラボレーションも積極的に行いながら、

「コトづくり」発想によるソリューションを提供していきます。

「コトづくり」の過程で掴む顧客ニーズや社会的要請を「モノづくり」
のさらなる高度化に繋げるサイクルを回すことにより、

TDKは持続的に成長していきます。



４．戦略
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デジタル変革（DX）とエネルギー変革（EX）の潮流にどう乗りますか～2020年2月16日 日刊工業新聞 社長インタビュー
「M＆A（合併・買収）を通じて、センサービジネスの拡大を着実に遂行してきた。センサーはアナログ界とデジタル界を結ぶトランスデュー
サー（変換器）だ。センサーソリューションでDXに貢献する。」
「EXについては、アクチュエーターなどを効率よく動かすためのエネルギー供給源として、電池や電源を提供することで貢献していきたい。」
「これらセンシングと電源を提供することでアルゴリズムと、自動車、ICT、産業機器・エネルギーの重点3分野などの企業の製品をつなぐこと
が、DXとEXにおけるTDKの役割だ」



４．戦略
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4.4 経営資源・資本配分（キャピタル・アロケーション）戦略

21年3月期の設備投資額の見通し：
「20年3月期とほぼ横ばいの2000億円近くを見
込んでいる。このうち40％超を二次電池に、5G
向けを中心とした受動部品には最低でも25％
は投じたい」
2020年2月16日 日刊工業新聞 社長インタビュー



５．成果と重要な成果指標（ＫＰＩ））
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６．ガバナンス
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11,8011,80 0,00
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